
五
十
八
年
度
卒
業
論
文
の
題
名
と
提
出
者

漱
石
の
人
間
像

　
「
太
陽
の
季
節
」
冷

類
似
助
詞
間
の
異
同
に
つ
い
て

立
原
正
秋
論
　
そ
の
生
涯
と
「
花
伝
書
」

亀
井
勝
一
郎
論
　
罪
の
意
識
に
つ
い
て

　
「
晩
年
」
冷
　
私
小
説
的
作
品
を
中
心
と
し
て

夏
目
漱
石
論
　
そ
の
苫
悩
の
お
り
方
を
め
ぐ
っ
て

島
崎
藤
村
論

太
藪
春
彦
冷

小
桧
左
京
論

夏
目
漱
石
冷
　
そ
の
生
涯
と
苫
悩
に
つ
い
て

北
原
白
秋
冷

作
品
に
よ
る
太
宰
治
の
人
生
観

「
紫
」
と
「
み
だ
れ
髪
」
に
み
る
与
謝
野
鉄
幹
と
品
ｆ
の
坪
心
性

ｆ
規
の
写
生
冷

高
野
だ
久
雄
治

高
村
光
太
郎
に
お
け
る
愛
と
死
に
つ
い
て

　
「
谷
崎
潤
一
郎
」
治

ロ
本
語
の
リ
ズ
ム

ロ
頭
に
お
け
る
「
ハ
」
と
「
が
」
に
つ
い
て

争
庁
物
語
渠
　
そ
の
笑
い
に
つ
い
て
の
研
究

芥
川
淀
之
介
　
ご
維
生
門
」
冷

安
部
　
行
尚

荒
本
　
伸
一

有
田
　
勝
秋

今
井
　
重
役

今
任
　
浩
幸

今
長
谷
秀
樹

太
田
　
尚
志

大
竹
　
啓
発

岡
辺
　
雄
三

小
川
　
将
也

奥
村
　
　
勝

肘
村
　
龍
一

柿
内
　
隆
弘

加
佐
　
裕
子

川
本
　
参
入

古
川
　
晴
八

丁
佐
理
枝
子

｛
来
原
　
　
幸

槐
島
　
裕
二

占
丿
目
ハ
　
聖
二

斉
藤
ち
ひ
ろ

坂
本
　
裕
子

　
「
ド
グ
ラ
・
マ
グ
ラ
」
論

　
「
島
崎
藤
村
研
究
」
そ
の
生
涯
と
作
品

壷
井
栄
治
「
そ
の
愛
を
見
つ
め
て
」

中
高
敦
と
「
弟
子
」

詩
集
「
地
下
水
」
丸
山
豊
の
凡
庸
主
義

平
家
物
語
の
死
生
辰

中
島
敦
「
山
月
記
」
論

夏
目
漱
石
‥
‥
ｕ
特
に
則
天
去
私
ま
で
の
思
想
の
流
れ

谷
崎
澗
一
郎
治

谷
崎
澗
一
郎
治

渡
辺
淳
一
治

武
者
小
路
実
篤
研
究

太
宰
治
「
人
間
失
格
」
治

賢
目
他
行
諭

正
岡
イ
規
　
病
歴
と
乍
新
運
動

佐
藤
春
夫
諭

渋
少
納
言
の
自
然
硯
に
つ
い
て

　
「
斜
陽
Ｌ
と
大
宰

北
条
民
雄
諭
　
そ
の
苦
悩
と
文
学
に
つ
い
て

安
部
分
房
の
変
身
譚

　
「
北
原
白
秋
諭
Ｌ
感
想
の
変
遷
と
そ
の
原
囚

　
「
古
昔
直
談
の
人
と
文
学
」

佐
々
木
照
代

柴
田
　
満
嗣

米
田
　
励
三

特
本
鈴
本
高
野
高
橋
高
橋
高
橋
滝
下
武
末
立
花
出
目

高
明恵胆

敬
三

　　時
彭渉彦
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好
示
昭
一
江
二

中
江
　
正
彦

中
村
　
文
男

鍋
貪
　
辰
脂

野
尻
真
理
八

浜
崎
　
勝
昭

比
倫
志
乃
美

平
島
　
裕
輔

佐
爪
　
治
男

佐
原
　
一
言



坑
歌
の
研
究

油
単
性
草
ド
の
成
立

芥
川
能
之
介
「
。
大
言
と
盛
遠
」
論

亀
片
勝
一
郎
諭

女
流
俳
人
の
前
線
〈
近
代
・
現
代
〉

安
房
直
ご
作
品
に
お
け
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
性
に
つ
い
て

黒
田
三
郎
諭

　
「
目
不
帰
追
記
乙
諭

鉄
幹
と
品
ド
の
伊
界
「
紫
」
と
「
み
だ
れ
脱
」
を
通
し
て

坂
目
安
居
諭

牧
志
か
お
り

宮
本
　
明
美

村
山
森
田
古
田
吉
野
姻
目
谷
目
西
原
東

盛
康

友
乙
丿

冶
美

明
九

睦
泰

達
雄

在
川

保
彦
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